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太陽型星 (G型星)や低質量星 (K/M型星)からの X線と極端紫外線 (EUV)の放射 (以下、XUV)は、恒星の
コロナ加熱の特性を理解し、さらに系外惑星大気への主星の影響を理解する上で不可欠である。しかし長波長
EUV(36-92 nm)は強い星間吸収を受け観測できず、全XUVスペクトルを観測で特徴付けることは困難な課題で
ある。先行研究では、X線や遠紫外線 (FUV)の強度や星の年齢を通し、EUV放射を間接的に推定する手法が多
くなされた。これらは宇宙からの高価な観測が必要であり、さらに物理的解釈には至らないという難点がある。
そこで、我々は太陽観測データを活用し、地上観測が可能な「恒星表面の総磁束量」を通した XUV放射の理解
および予測に取り組んできた。まず、太陽における XUVの複数の輝線の強度と総磁束量の冪乗則に物理的解釈
を与え、その冪乗則が活動的な太陽型星に拡張できることを示した (Toriumi & Airapetian 2022, Toriumi et al.
2022)。さらに、太陽の経験則の拡張により、磁場観測から、太陽型星の広域のXUV/FUVスペクトルを 1桁以内
の精度で再現できることを示した (Namekata et al. 2023)。ただし本検証では、再現精度が 1桁程度しかない波
長帯 (例: 4∼10 nm)があることが課題であり、恒星フレアの混入やコロナ元素組成の大小が原因として挙げられ
る。また、K/M型星にも我々の経験則が適用できるかは未検証である。今後我々は、これらの課題解明に向け、
太陽フレアでのXUVスペクトルの経験則の構築や、元素組成に対する恒星XUV強度の依存性の調査を行うこと
を計画している。また、K/M型星に関して、アーカイブデータでの経験則の検証も行う。これらは、30年代の紫
外線衛星計画 LAPYUTAでの恒星惑星研究の基盤となる。本講演では、一連の研究成果と将来展望を紹介する。


